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平成 17年 7月 5日 
 

第 20 回 武庫川流域委員会 議事骨子 

 

１ 議事録及び議事骨子の確認 

松本委員長と畑委員が、議事録及び議事骨子の確認を行う。 
 
２ 運営委員会の報告 

6月 30日開催の第 26回運営委員会の協議状況について、松本委員長から報告があった。 
 
３ 治水計画の詳細検討（流出解析、流出予測（継続）） 

・川谷主査から、第 9回流出解析ワーキングチームの協議結果について、報告、説明があった。 
・伊藤委員及び岡田委員から、基本高水算定に関する意見書について、説明があった。 
・河川管理者から、第 19回流域委員会に提供のあった資料 2-4（観測点数が少ない場合のピーク
流量の検証結果）の補足資料について、説明があった。 
・協議の結果、次のことが確認された。 
① ゴルフ場の Rsaの標準値については、不適切との意見が出されたが、その面積の割合等か
ら基本高水の算定に与える影響が小さいことから、基本高水算定時には今回報告に基づい

て進める。今後、総合治水対策と合わせて、再度検討する。 
② 河川管理者は、総合治水対策等の議論に必要な情報について、適時収集し、すみやかに流

域委員会に提供する。 
③ 基本高水の選定方法（設定１又は設定２を考慮して）については、継続協議とする。 
④ 継続協議にあたって、進め方等については、運営委員会で再度協議する。 

 

４ 今後の進め方（総合治水等） 

・委員長から、武庫川流域委員会体系図(事務フロー図)に基づき、総合治水ワーキングチームの

役割、作業内容、体制(主査：松本委員長、副主査：川谷委員・畑委員)及びワーキンググルー

プの役割（項目 Cの整理作業、項目 B・Cの資料収集等）について、提案があり、了承された。 

・河川整備基本方針及び整備計画に記載する項目、内容（アウトプット）については、次回流域

委員会において、佐々木委員から説明する。 

 
５ その他 

・第 21回委員会は、平成 17年 7月 20日(水)13:30 から、尼崎市立女性・勤労婦人センターで開

催する。 

・第 24 回委員会は、平成 17年 9月 14 日(水)13:30 から開催する。 


